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３学期のキーワードは「意識」 

                      校 長 髙木 俊紀 

 新年明けましておめでとうございます。本年も、小島小学校の教育活動へのご理解とご協力を、どうぞよろし

くお願い致します。 

 ２学期の「保護者学校改善評価アンケート」へのご協力、ありがとうございました。保護者の皆様の思いや学

校への要望を読ませていただきました。皆様から頂いた思いを真摯に受け止め、また、意識に留めながら日々の

指導に当たってまいります。 

 １月１０日、２学期の終業式に続いて、体育館に全校児童が集まっての

始業式を行いました。体育館に入場した学年から、静かによい姿勢で待つ

ことができ、そうした姿が後から入場してくる児童にも伝わり、新学期を

迎えるにふさわしい緊張感のある姿での開式となりました。その式の中で、

児童に次のような話をしました。 

 ２学期までの生活を振り返ると、行事や毎日の活動に真剣に取り組み、成長をしてきました。また、高学年のみんな

は、リーダーとして熱心に取り組み、力を発揮して、素晴らしい姿を見せてくれました。本当にうれしく思っていま

す。 

 しかし、毎日の学校生活の中の細かいところを見てみるとどうでしょうか。例えば、挨拶。朝、私が声を掛けてもき

ちんと挨拶を返せない子がいます。サポーターさんや地域に方に対してはどうでしょう。授業に集中していなかった

り姿勢が崩れたりして、学習したことがなかなか身につかない。廊下歩行、分団登下校、人とのトラブルなどなど、ど

うしたらよいのか、どうしなければいけないのかは分かっているのに、なかなか身に付かないことがたくさんありま

す。 

それは、「意識」できていないことが原因だと思っています。朝、人に会ったら、「挨拶」と意識する。授業の準備を

したら、「下敷きを敷く」、授業が始まったら、「姿勢をよくして、話を聴く」、教室を出るときには「飛び出さない」、

廊下は「右側歩行」、トイレに行ったら「スリッパを揃える」、登下校では、「並んで歩く」、「話したいけれど我慢をす

る」、集まるときは、「素早く集まり、集まったら話さない」・・・。その時その場で必要なことを思い出し、意識する

ことができれば、そんなに難しいことではありません。みんな知っている、分かっていることだから。できている人も

たくさんいるから。意識をしてやっていると、それはやがて身に付き、習慣となり、「ほんものの力」となっていくと

思います。今、その場でやることを「意識」できる３学期になることを、心から祈っています。 

 実は、私は小学生のころから算数が嫌いでした。その原因は、授業に集中せず、説明や話を聴いていなかった

からです。算数や数学の時間には、他ごとをしたり、早く終わることを願い、時計ばかり気にしていたりしてい

ました。中学生になって、単元テストで親には言えないような点を取ったこともあります。心を入れ替えたのは

中学３年生の時。どの教科も集中すること、先生の話や説明を一生懸命に聴くこと、

宿題や提出物を忘れずに提出することを「意識」して生活をしました。その意識がで

きたから、今の自分があると思っています。 

 子どもたちが「意識」を継続することは、なかなか難しいことです。そこで必要な

のが大人の「意識」です。子どもたちができないこと、身に付けさせたいことを私た

ち大人が「意識」をして、必要に応じて声掛けをしたり指導をしたり、注意をしたり

することを大切にし、それを継続していってほしいと職員にも話しました。家庭にお

いても、「ちゃんと挨拶をしやぁよ！」「授業中は先生の話をしっかり聴くんやよ！」

といった声掛けや励ましを継続して行っていただけると幸いです。 
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お知らせとお願い 
 ＊ 昨年もお願い文書を配付いたしましたが、書き損じはがきなどがありましたら、お子様を通じ

て１月末日までに学校まで持たせてください。よろしくお願いします。 

＊ 令和５年度の学級役員を決めます。まだ決まっていない学年には２０日（金）に投票用紙を

配付します。指定された人数を投票し、２５日（水）までに封筒に入れて提出をお願いします。

封筒は、糊付けやテープで貼らずにお願いします。 

１0日（火）に書初め会を行いました。どの子も集中して取

り組むことができました。ていねいな文字で、今年にかける

気持ちが伝わってくる作品ばかりでした。１・２年生は硬筆、

３年生から６年生は毛筆です。新年の清々しい気持ちをいつ

までも忘れず、日々、努力を続けていくことを願っています。

書初めの作品は、各教室の廊下に掲示しました。 

２学期からあおぞら班の活動で、大縄の練習をしてい
ます。１月２７日（金）の大縄大会に向けて、１回でも多く
跳べるように声を掛け合って頑張っています。１年生にと
っては、初めての八の字跳びなので、まずは縄の中に入
り、そして引っかからないように抜けることが大事です。
そのために、上級生が背中を押したり声を掛け合ったり
しながら練習します。今では、跳べる回数を増やし、どの
班も跳べるようになってきました。上級生と下級生のこの
関係が絆となり、伝統となっていきます。 


